セルフヘルプ研究会　レジュメ
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「心のバリアフリー市民会議」　～その長ったらしい名前の由来を巡って（？）

岡部　耕典　　（　koka@eft.gr.jp　）

心のバリアフリー市民会議とは？　　　


障害あるひとに対する市民・民間企業・行政からの理解を深め、障害当事者及び家族等と市民の生きた交流を促進することにより、障害あるひとも安心して暮らせる「まち」（コミュニティ）をつくりあげることを目的とする市民団体です。

自閉症を含む知的障害・精神障害等の「外見からは判りにくい障害」にも焦点をあて、障害のあるひとをめぐる権利擁護、意識環境改善活動および地域組織化活動を推進します。

自閉症をもつ青年の警察への連行事件を機に、広範な武蔵野・三鷹周辺市民（福祉教育関係者、障害もつひとの親、障害の当事者、ボランティア活動家、そして関心もつひと）が集まり、武蔵野市市民社会福祉協議会の後援をうけて、２０００年５月１４日に発起しました。

代表世話人

江上渉　（成蹊大学助教授）

世話人

　　　　４７名　（２００１年３月末現在）

サポーター　　　　　　 ７２名　（２００１年３月末現在）

------------------------------------活動概況-------------------------------------

啓発と交流の事業の開催

年に３・４回の予定で、障害の理解と交流のイベントを開催する。

＜２０００年＞　　　５月１４日       第一回心のバリアフリー市民会議（事件を巡る当事者と市民の大集会）

７月２０日　 　　第二回心のバリアフリー市民会議（当事者とつどう講演と交流イベント）

１１月２５日   　　第三回心のバリアフリー市民会議（障害のあるひとの権利擁護）

＜２００１年＞　　　５月１２日       第四回心のバリアフリー市民会議（心のバリアフリーを考える）  ・予定
　９月２３日　　　　第五回心のバリアフリー市民会議（当事者とつどう交流イベント）・予定
広報活動
年４回の会報の発行、日常的な当事者への支援・緊急調整・情報収集のためのホットラインと電子掲示板、メーリングリストを含むインターネットサイトの開設・運営。

部会活動(活動開始順)
語ろう会

障害のあるひともないひともなんでも話し合う会

行って見るかい？
障害関係施設や活動に対する出張学習研修会

　ガイドブック部会
学齢期障害児の為のリソースブック作成（日本社会福祉弘済会助成事業）

アドボ会

地域障害福祉権利擁護研究および権利侵害ホットラインの運営と支援活動

理解教育分科会

障害に対する理解教育のためのサポーター活動
事務局・連絡先

180-0001東京都武蔵野市吉祥寺北町4-11-16デイセンター山びこ内　心のバリアフリー市民会議
電話　0422-54-5102  FAX  0422-54-5192   E-mail   hotline@eft.gr.jp
設立前後の推移

1998.12
イナッフ・フォア・トゥデイ？（吉祥寺たまりば）

③ 

1998.12
イナッフ・フォア・トゥデイ？（バーチャルカフェ）
②



http://www.eft.gr.jp/

1999.01　どんぐりずむ（イベント）



③

1999.04
ゲストアシスタンスカード（ソーシャルアクション）
④

1999.07  どんぐりはうす（混合型ディケア）


③④

2000.01  情報公開請求




④

2000.03  自閉症青年と警察とのトラブルへの介入


④

2000.05  心のバリアフリー市民会議



②③④

2000.08  語ろう会、行って見るかい？



②

2000.07  ここだよねっと（障害児・者の位置検索システム）

③④

2000.11  権利擁護セミナー




③④

2000.12  P&A　JAPAN活動、障害者生活支援研究会


①

2001.03  アドボ部会、ガイドブック部会、理解教育部会

③④

2001.04  都立大学社会福祉学科修士課程入学


①

エンパワメントの介入次元（コックス＆パーソンズ）

1 個人次元　②　対人関係（セルフヘルプ）　③　環境および組織化　④　社会政治的次元
心のバリアフリー市民会議とは？　

当事者運動でもボランティアグループでもなく、

「障害を切り口にし、エンパワメントの方法論による、市民セルフヘルプ活動」

当事者活動とアドボカシー活動（セルフヘルプの２局面）の混在と相互作用

市民活動のなかでのセルフヘルプの位置付け

自己実現　⇔（ピアカウンセリング）⇔　セルフヘルプ　⇔（リソースセンター）⇔エンパワメント　


＜個人＞








＜集団＞


Ａ

　　Ｂ

　　　Ｃ


Ｄ
エンパワメントの要素（コックス＆パーソンズ）

A 態度・価値・信念　　B 共同的体験の確認　　Ｃ　批判的知能のための知識と技能　D行為（アクション）

市民活動としての問題点

「良くも悪くもエンパワメント」　　→　　パワーをめぐるトラブル　


（理念的）クロス・ディスアビリティ



理念の普及（一般への広がり）

（外的）


行政からの警戒心（社会福祉協議会のバックアップで緩和）

既成（７０年代型）市民運動からの対抗・警戒心・（摺り寄り）

障害種別間の対立（身体、ハードのバリアフリー）

（内的）


　
障害者は健常者を気遣わないのか？（権力の逆転）


　
ボランティア（市民）の「自分探し」（逆転移）


　
親のパワーレスネスの逆転（躁的防衛）


　
専門家の不満（専門家の「鎧」）


（組織的）



資金（会費と寄付依存）



人材（当事者、若年層等多様な新規人材の参入）



継続（既存会員の活性化）

問題の克服のための視座　～市民活動としての超えかた

＊「障害のある人もない人も暮らしやすいまちづくり」　＝　「市民」と「コミュニティ」の視点

「心のバリアフリー」　＝　「新宗教運動」（自己実現、コミューン、原始的共同体幻想）

「市民会議」    　　　＝　「市民主導型ボランタリズム」⇒英国・米国的「自立した」「自由

な」市民

イギリスのメソジストの「産業革命の宗教」類似？（非国教徒、抗議する「新市民」、教区での小集団活動、ピラミッド型ヒエラルキーと上昇志向、等々）

＊　小乗的アプローチ（個別化・内省）と大乗的アプローチ（普遍化・想像力）の統合の視点


大乗的アプローチ
⇒　「市民活動」のパースペクティブ
　　　⇔　×当事者要求的活動

相互理解と共感と支えあいの組織化

「みんなが幸せにならなくては、私も幸せにならない」宮澤賢治＞宮川斎


小乗的アプローチ
⇒　自らの「自己実現」のパースペクティブ　　⇔　×自己満足



個々の「当事者性」に根ざした自己実現の追求

障害当事者として・親として・福祉職として・生活者として、自分の当事者性にどこまで自覚的であるか（掘下げられるか）

· 「会議」から、「政治社会的次元」・「行為（アクション）」への踏み出し



行動、それも、連帯を求めての行動は最大の啓発事業である



ソーシャルアクション
「行動は最大の啓発である」




ゲストアシスタンスカード
（一般のディズニーファンへの広がり）




ここだよねっと

（企業セクターへの広がり）



連携


「




子供・高齢者の権利擁護




クロス・ディスアビリティ




周辺地域（生活圏）

被害やいやな思いをした当事者、家族、支援者として、相談、仲介の依頼をしたい・・

心のバリアフリーホットライン　　hotline@eft.gr.jp
· メールでの相談および、仲介者、通訳者として、現場や関係機関等に同行し、事実の確認、仲介を行います。

· 必要に応じ、自閉症、知的障害、精神障害等の専門家に紹介します。

· 緊急の場合については　下記携帯電話にご連絡ください。原則２４時間対応といたしますが、夜間等で留守電の場合は、「心のバリアフリーホットラインで電話している」旨と、お名前、返信先電話をはっきり告げてください。なるべく早く折り返しお電話します。　　　　　　　　　　携帯電話　０９０－３３１５－３１１３

みんなにひろく訴えたい、聞いて欲しい、意見を聞きたい・・
心のバリアフリー掲示板　　　　http://www.eft.gr.jp/kaigi/
· 発言は、自身および他人のプライバシーに充分配慮し、なるべくハンドルネーム、仮名等の使用をお勧めします。
· 他への誹謗中傷に類する発言、不当にプライバシーを侵す発言、公序良俗に反する表現を含む発言等については、管理を行う事務局の判断により、削除することがありますので、ご了承ください。掲示板規則の詳細ついては、
右記URLをご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　http://www.eft.gr.jp/kaigi/keijiban.htm
心のバリアフリー市民会議を応援してください！


正 会 員            　　　　　世話人として、運営に携わり、市民会議開催等を行います。障害のあるひとにもくらしやすいまちづくりにむけて汗を流したいかたを求めます！　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　会費　　年間　一口　１０００円

賛助会員　    　　 　　　　　企業、団体、個人等で、市民会議の趣旨に賛同し、支援をしたいという方々が対象です。イべントのご案内、会の報告等を郵送いたします。　　　　　　　　　　　　　





　　　　 会費　　年間　一口　５０００円

サポーター　　  　　　　　　市民会議の趣旨に賛同し、イベントに参加したり、応援したりしてくれる方々。運営委員会メーリングリスト等に参加できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会費　　無料（カンパは歓迎です！）

	お名前
	
	会員種別
	正会員　・　賛助会員　・　サポーター

	住所
	（〒　　　　　　　）

	電話
	
	FAX
	
	E-mail
	　　　　　　　　＠


上記記入のうえ、　0422-70-4770 　まで　FAXください。

サポーターの方は、そのまま登録完了です。（E-mailご記入のかたは、運営委員会メーリングリストに登録されます。）

正会員・賛助会員ご希望のかたには、折り返し、申し込み用紙、会則、郵便振替用紙をお送りいたします。

＊カンパは、郵便振替口座００１５０－３－５３７７４６　心のバリアフリー市民会議　まで！
